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令和２年７月１０日から法務局で自筆証書遺言を保管してもらうよう申請することができます。

相続人、受遺者、遺言執行者らは遺言者死亡後に遺言書の内容が記載された「遺言書情報証明書」を交付してもらうことができ（閲覧も可能）、ある関係者が遺言書情報証明書の交付申請や閲覧をした場合は他の相続人にも遺言書を保管している旨が通知されます。


法務局で保管されていた自筆証書遺言は家庭裁判所での検認手続きが不要となり、遺言者死亡後速やかに遺言執行をすることができます。

遺言書保管申請書や遺言書情報証明書の交付申請書の作成や添付書類の収集は司法書士がすることができます。




